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●斉	 	 唱 
 
	 ロータリーソング「今日も楽し」 
 
●本日のメニュー  
	 和風弁当	 大正館 
    
	 	 会 長 挨 拶  
 
	 台風１８号による被害はなかったでしょうか。我が家では植

木鉢が転んで大騒ぎになりました。京都の嵐山付近の状況はび

っくりするわけですが、矢作川でも警戒水域がレベル２だとい

う事でした。消防団の方をはじめ、関係各位の方には大変ご苦労

様でございました。 
	 トヨタ自動車の豊田英二氏が１００歳で死去されました。クラウンやプラス１００のカロ

ーラ等の開発を手掛けられたそうです。私のミニカーコレクションの青春時代にかなりオー

バーラップしております。謹んでご冥福をお祈り致します。 
	 この頃、あらぶれる自然の脅威と共に、一世代を築かれた方々が逝かれております。時代

の大きな転換期かと感じております。我が碧南 RC も時代に取り残されないよう、取り組ま
ねばならないと覚悟を新たにしております。 
	 本日は３名の若手新入会員の方にお話を聞かせて頂きます。よろしくお願い致します。 
 

	 	 幹 事 報 告  
 
	 本日の幹事報告は２点ございます。	 

・	 今週の例会変更はございません。その他事項は幹事報告書の

通りでございますので、ご一読お願い致します。	 

・	 ９月２５日の例会は、ガバナー補佐訪問の日になります。ぜ

第２６５６回例会 平成２５年９月１８日(水) 

岡本明弘幹事 



※三週連続出席率 100％の場合は記念品を差し上げます。  

ひご出席頂きますよう、お願い致します。神谷正康ガバナー補佐、小出道治分区幹事、石

川哲郎地区スタッフの３名がお見えになります。当日は１１時半から会を開催致しますの

で、ご出席者はもう少し前にお集り頂きたいと思います。その後１２時半から例会になり

ます。そして例会終了後に、クラブ協議会をさせて頂きます。各委員長さんに各委員会の

活動を説明して頂きますので、よろしくお願い致します。もし、委員長さんのご都合がつ

かない場合は、副委員長がよろしくお願い致します。	 

	 
 

	  委 員 会 報 告  
 
＜出席奨励委員会＞  

 
 
 
 
 
 

 
 
＜ニコボックス委員会＞ 
小笠原良治君	 碧南のキリンとその仲間達がガンバっています。ヤフー（8/13）もやっと

出口が見えホッとしていますがまだまだ大変です。タイミングが合わず最

近は足がなく顔が出せずじまいですが、会費はもう少し払います？（予定

ですが今迷っています。）	 

	 	 いつも長田昌昇キリンモニターには大変気に掛けて頂きありがとうござ

います。これからもよろしく！！次の新商品の開発は済んでいますがもう

少し待って下さい！！	 

	 	 伊藤君には今日も助けて頂いています。ありがとうです！石橋君には勝手

を言いお世話に成りました。ありがとうです！	 

	 	 石橋君には勝手を言いお世話に成りました。ありがとう！	 

	 	 暇とは言いませんが、時間は有ります。前を通る際は是非声を掛けて下さ

い。又寄って下さい。お茶位は出します。キリンの様に首を長くして待っ

ています。	 

伊藤	 正幸君	 ちょっと良い事がありました。	 

岡本	 耕也君	 本日は恥ずかしながら私の履歴書を発表させて頂きますのでよろしくお

願いします。	 

苅谷	 賢治君	 本日は発表をさせていただきありがとうございます。	 

斉藤	 収男君	 「私の履歴書」の発表です。つまらない内容ですが適当に聴いていて下さ

い。 
	 

	 

	 総会員数 66名 (内出席免除者 9名の内出席者 7名)出席者 50名 

	 出席対象者	 55／64名 	 	 出	 席	 率	 	 	 	 85.93％ 

	 欠席者 11名(病欠者 0名) 	 	 前々回修正出席率	 100％ 



	   
 ク ラ ブ フ ォ ー ラ ム  
 
「私の履歴書」	 新入会員	 斉藤収男君	 

	 

	 私の履歴書という事で発表させて頂きますが、ふさわしいか

どうかは分かりませんが、思うところをお話したいと思います。	 

	 岡崎の本宿から電車で碧南中央まで、片道１時間ぐらいかけて

通勤しております。電車の中ではぼーっとしている事が多いのですが、気がむくと本を読ん

でいます。今日は、印象に残った本のご紹介をしようかなと思っております。	 

	 その前に、ロータリークラブの皆様は、それなりに事業の功績を納められている方だと思

います。事業をされている方で、成功する方ばかりではないと思います。経営者の考え方も

影響しているのだと私は考えております。会社の経営理念、経営方針を末端の社員まで浸透

している会社が成功しているのだと思います。ちなみに私の務める岡崎信用金庫の経営理念

といいますと、「常に考え、本気で働く」です。	 

	 「常に考え」という部分は、出来そうで出来ていないのかな、と思います。常に考えてや

っている社員がどれぐらいいるのか、と思うところがあります。以外と少ないのではないか、

と思います。	 

	 「本気で働く」という部分では、さぼっている人はいないとは思いますが、実態は分かり

ません。中小企業ではある程度目が届くかとは思いますが、大企業になるとそうはいきませ

ん。社員一人一人の行動が把握しにくいところがあると思います。トップの仕事としては、

社員が本気で働ける環境を作るのが、仕事ではないかと思います。これに関しては、かなり

気を配って仕事をしています。	 

	 前置きは長かったですが、今日ご紹介させて頂く本は、「夢をかなえるゾウ」という本です。

この本の中でゾウとは「ガネーシャ」という神格化された生物の事ですが、このゾウが色ん

な提案をしています。教えを乞う生徒と、指南するガネーシャの会話の内容が書かれている

本でございます。一部内容をご紹介させて頂きます。	 

	 この本に出会ってからずっとやっている事がありまして、それは、「靴を磨く」という事で

す。いつでも自分を支えてくれている靴も大事にできないで、成功するか、とガネーシャは

言っています。	 

	 他には、「会った人を笑わせる」とも言っています。笑わせるという事は、空気を作るとい

う事で、場の空気が沈んでいても空気を和ませる力が笑いにはある。いい空気の中で仕事を

すればやる気も出てきて、優しくもなれる。それくらい空気は大事で、笑いは大事なんだ、

と言っています。	 

	 また、「トイレ掃除をする」とも言っています。トイレ掃除をするという事は、一番汚い所

を掃除するという事。人が一番やりたくない事をやる事こそ、一番喜ばれる。一番人に頼み

たい事だから、そこに価値が生まれる。と言っています。	 

	 「誰か一人のいいところを見つけて褒める」とも言っています。成功したいんだったら、

他の人の助けが絶対に必要。その事を分かっていたら、人のいいところを見つけて褒めるな

斉藤収男君 



んて事は、大事とか通り越して呼吸レベル。二酸化炭素を吐くのと同じぐらい、褒め言葉を

言え。と言っています。	 

	 いくつかご紹介しましたが、このような事が３０提言ぐらいあります。考え方として、会

社の経営理念、経営方針に繋がるところがあるのかな、と思っております。先ほど申しまし

た靴を磨くという事ですが、毎朝やっておりますがキレイな靴で仕事に行くと気持ちが引き

締まります。この本に出会ってから、一日たりとも欠かした事はございません。ずっと続け

たいと思います。 
	 最後に、長田会長も申し上げられましたが、豊田英二様がお亡くなりになられました。こ

の方が若い時に言っていた事があります。「人間がものを作るかぎり、人をつくらなければ事

は始まらない。」という事をおっしゃっておりました。また、「乾いたタオルでも知恵を絞れ

ば水が出る。」ともおっしゃっており、非常に印象的でした。 
	 本日はありがとうございました。 
 
 
「私の履歴書」	 新入会員	 岡本耕也君 
 
	 このような機会がない限り、この半世紀、振り返りたくない

事がたくさんありましたので、苦い思い出、楽しい思い出をこ

の一週間、振り返らせて頂きましたので、あらためて感謝申し

上げます。 
	 昭和３８年５月３０日、岡本煉瓦４代目候補として生まれまし

た。地元の幼稚園、新川小学校、新川中学校を平穏無事に卒業致しました。ここまでは好き

なゴルフに例えますと、フェアウェイをキープ出来ていたのかなと思います。 
	 その後刈谷高校へ入学しました。入学までは順調にきておりましたが、学年オリエンテー

ションテストがありまして、ドベから３番目という事で初めて挫折を覚えました。バンカー

に捕まってしまいました。１年〜３年の夏まで下位を低迷するという形で、学校へ行くのが

嫌な時期もありました。 
	 ３年の時、担任の神谷先生に、大学へ行くのか実家を継ぐのか真剣に考えなさい、と言わ

れました。大学へ行くと決め、東京の駒沢大学に入学しました。 
	 大学ではまた勉強はせずに目標を失っていたわけですが、体育会系のゴルフ部へ入部しま

して、４年間みっちりと体育会の精神を身につけました。体育会といってもゴルフだから好

きな格好が出来るのかな、と思っていたのですがそこはさすが体育会系で、スポーツ刈りで

白のブレザーに紺のスラックスで、冬は学ランを着ておりました。当時の４年生は鬼みたい

で、不条理な経験もたくさんしました。今となっては、似た様な経験をしても笑って過ごせ

るのはそのおかげかなと思っています。 
	 大学を卒業してすぐ就職と思ったのですが、就職にもつまずきまして、１年間語学留学と

いう名目でゴルフ留学をイギリスへ行きました。 
	 ゴルフ歴に関しても少しお話させて頂きたいと思います。 

岡本耕也君 



	 父親もゴルフが好きだったのも影響して、中学１年の時にゴルフを始めました。うちの会

社に練習場を作ったのですが、父が左で私が右利きなので背中合わせで練習していたら、勢

い余って父の頭を叩いてしまいました。罪悪感から中学時代はゴルフをやめていたのですが、

高校でスペインのある選手を見て目覚め、大学でも４年間費やしていました。 
	 その後、イギリスへ留学するわけですが、イギリスはゴルフもできますし煉瓦の街という

事もありましてイギリスを選びました。ゴルフには大変恵まれた環境で、碧南市ぐらいの市

でも３、４コース所有しています。年間３万円程度で、好きな時にプレーできるといった内

容だったと思います。当時日本ではお金持ちのスポーツで、庶民的には出来ていなかったと

思いますが、向こうでは子供からお年寄りまでゴルフをやっていました。現在ではゴルフ倶

楽部大樹の会員で、ハンディキャップ６でやっております。毎年２位で一度もチャンピオン

になれないので、一度はチャンピオンになりたいと思っております。 
	 本当は大学卒業後、すぐに就職したかったのですが、恥ずかしながら父親のコネを使って

入る予定だった会社から、出向ならいいけど直接給料は払えないよ、と言われまして破談と

なりました。ただ、イギリスは１００年、２００年の煉瓦が当たり前の住環境でしたので、

今思えば少しは役に立ったのかなという気がしております。 
	 １年留学した後、自分の会社に入りました。製造方法をみっちり勉強してから、東京の有

名な会社で営業をしておりました。主要取引先がありまして、うちの売上の５０％占めてい

たのですが、倒産しまして大変苦労した思いがあります。東海銀行さんには緊急融資をして

頂いて、乗り切りました。 
	 ４年前には日本煉瓦協会も立ち上げて、その理事も務めさせて頂いております。 
	 平成７年に結婚もしたのですがうまくいかず、１年半ぐらいで離婚しました。ゴルフでい

う OB になってしまいました。諸先輩方から結婚はどうだ、と言われますがトラウマを持っ
ておりましてしばらくはないだろうな、と思います。 
	 「あがってなんぼ」という言葉がゴルフにはありまして、挫折も味わったり、甘えて生き

てきた時もありますが、人生あと何年あるか分かりませんが、ナイスパーぐらいで終われる

人生にしたいと思いますので、よろしくお願い致します。 
	 どうもご清聴ありがとうございました。 
 
 
「私の履歴書」	 新入会員	 苅谷賢治君 
 
	 まず、ロータリークラブに入会させて頂きまして、ありがと

うございました。資料には簡単に書かせて頂きました。 
	 １９５６年の昭和３１年生まれの５７歳です。名古屋の市民

病院で産まれました。当時、母が名誉会館というホールで働いて

いたのですが、楽屋で主に育てられていました。その関係もあっ

て、生のラテンを聴いていました。僕の中にはリズムがあって、小さい頃から常に何かを叩

いていたらしいです。 

苅谷賢治君 



	 中学校の時、ドラマーになりたくて東京へ行きたかったのですが、親の反対もありまして

行けなくなりました。 
	 勉強もそこそこやっておけばいいのかな、と思っており、碧南東中、名城高校と進みまし

た。高校卒業したら、出来れば音楽関係の仕事で働きたかったのですが、大学は行けと言わ

れまして薬学部に入りました。実験が好きな私にとってはよかったな、と思います。 
	 そこで井端教授と出会って、毎日マウスの目をくり抜いて水晶体を出して、白内障の研究

をしていました。４年生の時は授業には出ずに、ずっと研究室にいました。その関係上、卒

業後、WO という研究所に入りました。そこで技術を高めていい就職先が見つかったのです
が、父親から戻ってこいと言われまして、碧南のバキュームカーの仕事をしておりました。

そこで現場に入って、今までは試験管を持ったりするだけだったのが、ホースを持っての体

力勝負の所で８年間やりました。 
	 その頃、体の中に大きなおできができまして、切らなければならないという事で、小林病

院へ行きまして切ってもらいました。２週間ぐらいしたら復帰するのですが、またおできが

できまして切ってもらいました。その後、またおできができては切ってを繰り返していたも

ので、このままではやばいと思い、漢方を紹介してもらいました。漢方を作ってもらったら

おできが治ったんですね。漢方に出会って、何かやらなければならない事があるのかなとい

う事で、弟に継いでもらうように父親にお願いしました。 
	 ３年ぐらい続けていたのですが、お客さんもいなくて辞めようかなって考えていました。

そんな時、心臓が悪い方がみえて３日間分ぐらいの漢方を出しました。その方の具合がよく

なって、その方の紹介で何とかやっていけるようになりました。 
	 漢方とはとても奥が深いので、まだまだ勉強の途中ですが、試行錯誤してやっております。 
	 ロータリーのお話を頂いた時ぐらいに、妻を失い元気がなかった時だったので、何か変え

ないといけないと思い、いいきっかけだったのかなと思います。 
 
 
 
 
 

次回例会案内  
 
平成２５年１０月２日（水）  
クラブフォーラム「米山記念奨学委員会」	 

平成２５年１０月９日（水）  
職場例会	 アスカ工業㈱	 １２：３０～	 


